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■ 汎用のCRC（cyclic redundancy code）ゼネレータ／チェッカ機能を実現した
crc MegaCoreTMファンクション

■ FLEX®デバイスのアーキテクチャに最適化
■ 多くの構成で100MHzを超える高速動作が可能
■ 下記を含む完全なパラメータ化を実現
　 – 任意の長さの生成多項式
　 – １ビットから多項式のビット幅までの入力データ
　 – 任意の初期値設定
■ 下記の機能を内蔵回路によりサポート
　 – 出力データの極性反転機能
　 – 入力データと出力データのリフレクティング（ビット・オーダの反転）機能
■ OpenCoreTM機能とMAX+PLUS IIによる、リスク・フリーな評価が可能

概要

crc MegaCoreファンクションはデータ・フレームの有効性を確認し、転送中に発生し
たデータの誤りを検出できるようにした汎用のCRCゼネレータ／チェッカです。この
crcファンクションは完全にパラメータ化されており、CRCのチェックを必要とするあ
らゆるデザインに幅広く使用できるようになっています。図１を参照して下さい。

図１　crc MegaCoreファンクションのシンボル

機能の説明

crc MegaCoreファンクションはCRCの冗長ビットを含むエンコーディングが行われ
たデータ・ストリームの検証を実行します。 パリティ・チェックと同じように、CRCの
エンコーディングではデータ・ストリームに問題がないことを確認するためのコードが
生成されます。パリティ・チェックでは、１ビットのみを使用してパリティが偶数に
なっているか、奇数になっているかをチェックするのに対して、CRCのエンコーディン
グでは複数のビットが使用されるため、データ・ストリーム内に発生したさらに多くの
エラーが検出できます。
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CRCは下記の２つの理由から特に効果的なエラー・チェック方法となっています。

■ CRCは、伝送中にデータ・ストリーム内の連続したビットが壊れてしまうバース
ト・エラーに対しても優れた検出能力を提供する。

■ オリジナル・データが伝送されるストリームの最初の部分になるため、CRCを使
用するシステムの導入と実現が容易になる。

crc MegaCoreファンクションは完全にパラメータ化されているため、データシートに
規定されているパラメータを使用してあらゆる種類のCRCアルゴリズムを実現するこ
とができます。この crcファンクションでは、高い柔軟性を得るためにポートの値が設
定できるようになっており、 init[ ] のポートを介してレジスタの初期値を設定すること
ができます。

crcファンクションの生成多項式は各設計者のニーズに対応したサイズに設定できます。
CRCの多項式を長くすることによって、伝送エラーを検出できる能力をさらに高くす
ることができます。

また、crcファンクションと共に供給されるベクタ生成プログラムには、crcファンク
ションと同じパラメータが提供されており、このプログラムを使用して crcファンク
ションの動作を検証するためのベクタ・ファイルが生成できるようになっています。

性能

下記の表１は crcファンクションで実現した代表的なCRC回路の性能と使用されるロ
ジック・セルの数を示したものです。

詳細については、「crc MegaCoreファンクション　パラメータ化されたCRCゼネレー
タ／チェッカ」のデータシートを参照して下さい。
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上記の資料はCRCの概要とその実現方法を表を使用して解説しており、一般的なCRC
アルゴリズムを実現する場合のパラメータの設定方法を説明しています。この資料の詳
細については、Rocksoft社のワールド・ワイド・ウェッブ、http://www.rocksoft.com
をアクセスして確認して下さい。

注：

(1) FLEX 10K、FLEX 8000、FLEX 6000デバイスの最高速グレードの製品を使用した場合のデータです。

(2) crcファンクションの性能とサイズは論理合成ツールおよびデバイス・フィッティング・ツールの設定、選択される多項式によって変化します。

　表１　crc MegaCoreファンクションによるCRC回路の性能とロジック・セル使用数の例

CRC-32 32ビット幅の入力 318 28 896

生成多項式 ８ビット幅の入力 87 70 560

1ビット幅の入力 32 >125 >125

CRC-16/CCITT 16ビット幅の入力 39 75 1200

生成多項式 ８ビット幅の入力 24 100 800

１ビット幅の入力 16 >125 >125

FLEXデバイスに実現した CRCの構成 サイズ（LE数） 性能 (MHz） 性能 (Mbits/s）
注(1) 注(2) 注(2)
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